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オリンピック・ムーブメント基本３事業 

＜基本３事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「ハローオリンピズム」事業  

【オリンピック教室】 

【オリンピックデーラン】 

【オリンピアン研修会】 

 

２．情報公開推進事業 

【公式サイト】  

 【広報誌「OLYMPIAN」】 別添資料（冊子）を参照ください。 

    

３．文化事業及びその他事業 

【オリンピックコンサート】  

  オリンピック競技大会に競技者として参加できるのは、 

ごく限られたトップアスリートだけかもしれないが、 

音楽や芸術をスポーツと融合することにより、日頃ス 

ポーツに関心を持たない方々へのオリンピック・ムー 

ブメントの普及・啓発をすすめる事業。 

【オリンピックデー・フェスタ】 

東日本大震災復帰支援事業の一環として、  

「スポーツから生まれる笑顔がある。」を 

スローガンに、被災地を中心とした複数 

競技のオリンピアン等アスリートと一緒 

にスポーツを楽しむ運動会形式の事業。 

 

 



ハローオリンピズム事業

「ハローオリンピズム事業」とは、オリンピアンが自ら求められる役割を理解し、オリンピック・ムー
ブメント事業の先頭に立ち、参加者（特に青少年を中心とした）とのコミュニケーションを通して、「オ
リンピズム」の理解をより深めてもらうとともに、オリンピックの意義を継続的に伝えていく草の根的事
業。

文武両道を尊重する我々は、実は特別に意識することなく、「オリンピズム」に通じるフェアプレー精
神、相手に対する敬愛の念や感謝の気持ちを日頃から大切にしている。この事業を通して、参加する人々
の日常の中にあるオリンピズムにふれる（出会い、気づき、感じる）機会につながることを目指す。

【事業の基本方針】 オリンピズムを「外から一方向的に伝える」だけでなく「参加者自身の中にあ
る、広い意味でのオリンピズムに気づいてもらう事業を展開する。

【活動コンセプト】 出会う・感じるオリンピズム
「日常の中に存在してるオリンピズムのエッセンス」は、すでに人々の中にあ
る。それに気づくことで、今まで意識していなかった、「オリンピズム」に事
業を通して「出会い」「感じ」てもらう。

POINT1
「オリンピック教室」「オリンピック・デーラ

ン」「オリンピアン研修会」の３事業の連携

POINT2
参加者のみならず、事業の運営に係る関係者な

ど、より多くの人々とともに事業をつくりあげて
いく機運醸成

POINT3
一過性（ワンデーイベント）で終わることの無

い事業とし、継続的かつ長期的拡大を視野にいれ
たグラスルーツ視点の事業

出会う・感じる
オリンピズム

オリンピアン
研修会

オリンピック
デーラン

オリンピック
教室

オリンピアン

学 校 地 域

オリンピズムの浸透
オリンピック・ムーブメント推進へ

ハローオリンピズム事業

チャネル ハローオリンピズム事業 実施内容

学 校 オリンピック教室

学校教育機関と連携した、オリンピアンが生徒の中にある「オリンピ
ズム」に気づかせる

中学生(2年生)を対象とした特別授業

地 域 オリンピックデーラン

各開催地の自治体と連携した、家族や友達多くの参加者と共にオリン
ピアンと走り、スポーツの楽しさやオリンピックの価値を共有する

一般向け(ファミリー向け)ジョギングイベント

オリンピアン オリンピアン研修会

オリンピアン（パラリンピアン）が自身の体験を振り返り、自らの
「オリンピズム」に出会い、その価値について改めて学ぶ

オリンピアン向け研修・交流会
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ＪＯＣの進めるオリンピック教育

中学校の授業で、オリンピア
ンから直接学べることは、生
徒の将来に良い影響を与える
可能性を秘めている

オリンピック教育の推進には
オリンピック競技大会を経験
したオリンピアンとの協働が
不可欠である

オリンピアンが、オリンピズ
ムやオリンピックの価値を改
めて学ぶことからの気づきが
多い

事後アンケートからも、オリ
ンピックを身近に感じた、見
方が変わったとの意見が多数
寄せられている

生徒がオリンピックを身近に
感じた事により、東京２０２
０大会において、見る、する、
支えるなど、様々な形での参
加意欲につながる

オリンピアンが自身の経験を
振り返ることで、自らに求め
られる役割を認識する機会と
なる

JOCが進めるオリンピック教育

オリンピアン研修会

学校教育と連携したオリンピアン
による中学生向けの授業

オリンピック教室

オリンピズムやオリンピック
の価値を自ら学ぶ機会

４



JOCオリンピアン研修会： オリンピアンが学ぶ場

JOCアスリート専門部会が中心となり、オリンピアン自身がオリンピズムやオリンピックの価
値を改めて学ぶ研修会である。アスリート間のネットワーク構築を進め、JOCの諸事業を含め
たオリンピック・ムーブメント推進により一層の貢献を果たすとともに、アスリート自身の今
後の活動に役立てる。平成２６年よりＪＯＣ諸事業間の連携及び日本全国に在住するオリンピ
アンの参加機会の創出に向け、複数都市（福岡、東京）で開催。
平成27年度は3都市（仙台、東京、西日本地区）を予定。
研修会にはパラリンピアンも参加、オリンピアン、パラリンピアンの連携も深めている。

講義「オリンピックをもっと知ろう」 講義「パラリンピックについて」

グループディスカッション①
グループディスカッション発表グループディスカッション②

※グループディスカッションでは、オリンピック教室（座学）でのグループワークを疑似体験する。

※平成26年度実施状況

第1回アクシオン福岡 オリンピアン16名、パラリンピアン4名
第2回味の素トレセン オリンピアン29名、パラリンピアン4名

JOCが進めるオリンピック教育

５

※ 研修会のようす



JOCが進めるオリンピック教育

オリンピック教室実施の背景

６

「オリンピック教室」の実施にあたり 

 

平成２１年（２００９）４月に新学習指導要領が公示され（中学生全面実施：平成２４年度、

高校生：平成２５年度入学生から）、中学校「保健体育 体育分野」及び高等学校「科目 体

育」における「体育理論」の領域で、文化としてのスポーツやオリンピック・ムーブメントの

意義を学ぶことが明確化されました。 

新学習指導要領では、中学校３年生の保健体育の「体育理論」の学習内容に、「オリンピ 

ックや他の国際的なスポーツ大会などは、国際親善や世界平和に大きな役割を果たしている 

こと」とオリンピックの意義が明示されております。 

これを受けて日本オリンピック委員会（ＪＯＣ）では、平成２３年度（２０１１）から、新

教育課程の体育理論の学習に先がけ、その内容を事前に啓発する目的で中学校２年生を対象

に、授業形式で行う「オリンピック教室」を実施しております。 

 

近代オリンピックの創始者ピエールド・クーベルタンは、人間本来の資質を高めるために、

スポーツと文化と教育の側面を持つオリンピックの価値を広めることが相応しいと考え、オリ

ンピック・ムーブメントを推進してきました。ＪＯＣもこの価値を若い世代に語り継ぐことは、

極めて重要で大切な活動と考えております。日本代表として実際にオリンピックに出場した選

手（オリンピアン）は、その栄誉を自覚し、競技面だけでなく社会生活のうえでも、模範とな

る行動が求められております。このようなオリンピアンがその価値を直接生徒に伝えること

で、日頃の授業では味わうことの出来ない感動が生まれることも期待しております。 

 

「オリンピック教室」の授業は、教師役のオリンピアンが、オリンピック大会出場に至るま

で、あるいは、実際にオリンピック大会に出場して得た貴重な経験等を通して、「エクセレン

ス」、「フレンドシップ」、「リスペクト」、「努力から得られる喜び」、「フェアプレー」、「他者へ

の敬意」といったオリンピックの価値（バリュー）及びオリンピック精神の教育的価値等を伝

えます。また同時に、この価値がオリンピックに出場した選手だけのものではなく、多くの

人々が共有し日常生活にも活かすことのできるものであること、さらに、こうした考え方があ

るからこそオリンピックに価値があることを生徒自身に学習してもらうこともねらいとして

おります。 

 

平成２３年に施行された「スポーツ基本法」の前文の一部に「スポーツは、世界共通の人類

の文化であり、次代を担う青少年の体力を向上させるとともに、他者を尊重しこれと協同する

精神、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培い実践的な思考力や判断力を育む等人格の形成に

大きな影響を及ぼすものである」との記載があります。生徒のみなさんが「オリンピック教室」

で学習する内容は、まさにこの基本法に記された精神や態度等を日常生活の中へ具現化するこ

とを後押しするものであると考えています。 

 

公益財団法人 日本オリンピック委員会 



オリンピック教室：

運動の時間 （50分）

※「オリンピック教室」はティームティーチングを採用
T1＝オリンピアン、T2の2名で進行します

座学の時間 （50分）
＋

※ 通常の授業時間をベースに実施

＋

JOCが進めるオリンピック教育

JOC、運営事務局

オリンピアン先生決定後、授業の内容進行について入念に打合せ。
学校への事前アンケート調査の情報等についても共有。

７

目的： オリンピアン（オリンピック出場経験アスリート）が教師役となり、オリン
ピアン自身の様々な経験を通して「オリンピズム」や「オリンピックの価
値」等を伝えると同時に、この価値はオリンピアンだけのものではなく、
多くの人々が共有し、日常生活にも活かすことの出来るものであるこ
とを授業を通して学習してもらう

対象： 中学校２年生

授業の実施方法： １クラス単位 運動、座学の２時間を１セットとして実施

＜事前準備等＞

過去4年間の実績

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成２６年度 合計

2校 13校 16校 18校 49校

7クラス 49クラス 39クラス 37クラス 132クラス

262名 1,710名 1,324名 1,233名 4,529名

※平成23年度はトライアルとして実施

※現在JOCパートナー都市を中心に10都道県で実施中

※平成27年度は30校90クラスを想定



準備運動②

あいさつ → 学習内容の確認

主運動の説明

準備運動①

授業のまとめ → あいさつ

主運動

JOCオリンピック教室（授業の流れ／運動の時間・1時限目）

JOCが進めるオリンピック教育

オリンピアン先生によるデモンストレーション
(実施が可能な場合のみ）

さらに良い結果を求めた作戦会議

８



JOCオリンピック教室（授業の流れ／座学の時間・2時限目）

オリンピアンの自己紹介

グループワーク

オリンピアン自身の経験に基づくオリンピックの価値等に関する話 → 生徒への発問

授業のまとめ → あいさつ 記念撮影

あいさつ → 学習内容の確認

JOCが進めるオリンピック教育

グループワークの結果を発表

９



JOCが進めるオリンピック教育

１０

授業終了後、生徒及び学校関係者を対象にアンケート調査を実施。



JOCが進めるオリンピック教育

先生の声

１１

授業を終えて


